
2個人質問・・・長崎市議会では、会派持ち時間の範囲内で事前に質問通告した議員が一般質問を行っています。

市
民
ク
ラ
ブ

平
成
23
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般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
不
認
定

　
　
　
決
算
の
不
認
定
は
、
議
会
と
の
信
頼

関
係
を
大
き
く
損
な
う
も
の
で
、
今
後
の
予

算
審
議
を
は
じ
め
、
各
種
案
件
等
の
審
議
に

影
響
を
与
え
か
ね
な
い
重
大
な
問
題
で
あ

る
。
市
長
就
任
か
ら
三
度
目
の
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
不
認
定
に
つ
い
て
の
見
解
を

伺
い
た
い
。

答　
議
会
の
決
定
を
重
く
受
け
止
め
る
と

と
も
に
、
市
民
か
ら
の
負
託
を
受
け
市
政
運

営
を
任
さ
れ
て
い
る
者
と
し
て
、
そ
の
責
任

を
痛
感
し
て
お
り
、
深
く
お
詫
び
を
申
し
上

げ
る
。
不
認
定
の
理
由
と
な
っ
た
事
案
に
つ

い
て
は
、
適
切
に
対
応
し
、
再
発
防
止
の
手

だ
て
を
講
じ
、
１
件
の
不
適
正
な
事
務
が
決

算
全
体
の
不
認
定
に
つ
な
が
る
た
め
、
全
て

の
事
務
に
つ
い
て
、
適
正
に
執
行
す
る
よ
う

自
ら
先
頭
に
立
ち
、
庁
内
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
一

度
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
決
算
の
不
認
定

が
、
一
年
お
き
に
三
度
目
と
い
う
こ
と
を
重

く
受
け
と
め
、
再
発
防
止
に
全
力
を
尽
く
し

た
い
。

危
険
崖
地
の
崩
壊
対
策

問　
本
市
の
自
然
崖
地
の
危
険
箇
所
は
約

２
千
カ
所
以
上
で
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
の
基
準
を
満
た
さ
ず
救
済
が
受
け
ら
れ
な

い
箇
所
は
約
１
千
カ
所
以
上
あ
る
。
他
都
市

で
は
、
基
準
を
満
た
さ
な
い
危
険
な
崖
地
の

崩
壊
対
策
と
し
て
補
助
を
実
施
し
て
い
る

が
、
斜
面
地
が
多
い
長
崎
だ
か
ら
こ
そ
補
助

制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
基
準
を
満
た
さ
な
い
小
規
模
な
崖
地

の
防
災
工
事
に
対
す
る
本
市
の
補
助
制
度
は

現
在
な
く
、
個
人
所
有
の
土
地
は
所
有
者
の

責
任
で
工
事
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
多
く

の
市
民
が
利
用
す
る
私
道
に
面
し
た
崖
が
崩

問

壊
し
た
場
合
は
、
市
が
シ
ー
ト
張
り
や
土
砂

の
撤
去
な
ど
の
応
急
的
な
対
応
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
市
民
か
ら
の
相
談
に
は
、
現
地

調
査
の
う
え
技
術
的
な
助
言
や
指
導
を
行
う

と
と
も
に
、
融
資
制
度
等
に
つ
い
て
も
説
明

し
て
い
る
。
今
後
は
他
都
市
の
事
例
等
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
厳
し
い
財
政
状
況
等
を
考

慮
の
う
え
、
本
市
に
あ
っ
た
対
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
。

　

通
学
路
の
安
全
性
向
上
へ
の
取
り

組
み
状
況

　
問　
香
焼
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
多

く
は
香
焼
地
区
の
安
保
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
し

て
通
学
し
て
い
る
が
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過

ぎ
て
い
る
車

が
散
見
さ
れ

る
。
児
童
生

徒
の
安
全
性

向
上
の
た
め

の
対
策
に
つ

い
て
、
本
市

の
取
り
組
み

状
況
を
伺
い

た
い
。

答　
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
関
係

機
関
と
の
連
携
の
も
と
安
全
確
保
に
努
め
て

い
る
。
安
保
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、今
回
、

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
地
域
に
よ
る
通
学
路
点

検
で
、
車
道
の
白
線
が
消
え
か
か
っ
て
い
る

こ
と
や
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
て
危
険

で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
、
白
線
に
つ
い
て
県
へ
整
備
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
現
地
を
確
認
の
う
え
対
応
し
た

い
と
の
回
答
が
あ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
車
の

ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
安
全
対

策
が
で
き
な
い
か
、
県
や
警
察
な
ど
関
係
機

関
と
今
後
協
議
し
て
い
き
た
い
。

長
崎
サ
ミ
ッ
ト
と
の
連
携

問　
長
崎
サ
ミ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る

「
長
崎
都
市
経
営
戦
略
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
お
け
る
、
重
点
項
目
の
取
り
組
み
及
び
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
産
学
官
が
連
携
し
、
基
幹
製
造
業
、

観
光
、
水
産
業
、
大
学
の
４
分
野
を
柱
に
経

済
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
は
、
造
船
関
連
技
術
者
の

人
材
育
成
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の
整
備
可
能
性

調
査
、
水
産
練
り
製

品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

文
部
科
学
省
の
留
学

生
交
流
拠
点
整
備
事

業
へ
の
長
崎
・
留
学

生
支
援
セ
ン
タ
ー
・

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

選
定
等
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
今
後
は
、

客
船
建
造
に
伴
う
貨

物
や
滞
在
技
術
者
の

▲安保トンネル

▲長崎サミットの様子

　
11
月
定
例
会
で
は
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
５
日
ま
で
の
４
日
間
に

わ
た
り
15
人
に
よ
る
個
人
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 質

般

一

問

11  月
定例会
11  月
定例会


